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※入稿前の注意点

演題部分 64.1×20cm

学会ポスターテンプレー
ト

演題No.

Ａ０サイズ用

印刷領域

本文部分 84.1×98.9cm

演題番号 20×20cm

演題番号は通常ポスターの左上へ配置します。

←の正方形は拡大時に20×20cmとなりますので、演題
番号をスペースの確保したレイアウトを作成する際の目
安にしてください。

１．原稿は必ずPDFに変換してからご入稿をお願い致します。

PowerPointで作成した後PDFへの変換は、「ファイル」→「名前を
付けて保存」→「保存形式」にて「PDF」を選択して保存して下さい。
※PDF変換の後には必ず「文字化け」が出ていないか、PDFを
100%の表示で画像部分が正常表示されているか確認、レイアウ
トが崩れていないかを確認後、入稿して下さい。

２．イラストや写真の解像度に注意してください。

本ファイルでは縮小状態で作成して頂きます。実際の印刷の際
には
拡大しての印刷になりますので、使用しているイラスト・写真
の解像
度が低い場合、粗くなる可能性がございますのでご注意下さい。
100%の表示をし粗くないか確認してください。

３．演題番号について

ポスター左上に配置する演題番号については、事前に付与されて
いる場合は、ファイル作成時に入力してください。学会によっては20
×20cmのスペースだけ設け、空白で印刷しておき、学会主催側で
ポスター掲示の際に貼り付けされる場合もございますので、事前に
学会側へご確認ください。
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※学会ポスターの作り方

通常は、左記テンプレートに文字・図などを直接書き込んで作
成することが可能です。その他に複数の発表内容を1枚1枚スラ
イドに分けて作られている方は、本ファイルの2ページ目に
PowerPointで作成した複数のスライドを1つにまとめる方法を記
載しておりますので、参考にしてください。スライドを簡単に
縮小・拡大出来るので直感的に学会ポスターが作成出来るので
オススメです。

上記ページに直接書き込んだり、画像やメタファイルを配置したりして
ポスターの原稿を作成してください。

「文字化け」「画質粗さ」「レイアウト崩れ」をチェック

画像が粗い場合はサイズが大きいものに差し替えると
改善されることがあります。

利益相反（COI）の開示について

多くの学会では発表演題にてCOIの開示が必要となります。発表者は、
ポスターの最後に今回の演題発表に関連するCOI状態を開示し表記
することが多いです。

COI開示が必要な場合は、当該学会のホームページから利益相反（
COI）の書き方などが掲載されておりますので、ご確認下さい。

医学における利益相反（conflict of interest：COI）とは、科学的客観
性の確保や患者ないし被験者の利益を保護するという研究者や研究
機関の責任に不当な影響を与え，重大なリスクを生じうるような利害
の対立状況を指します。

COIの表記例

COI関係がある場合 COI関係が無い場合

はじめに（Introduction）

プラスチック削減のためマイボトルの利用が推進されている。普及率は高くない。神戸女子大
学ではマイボトル持参率が約50%にとどまっている。そこで、マイボトル用フレーバーの販売を計
画し、マイボトルの利用を高めるという行動変容を促す。その際, ５つのポスターを使ってナッ
ジの効果を検証する。

仮説 (Research Hypotheses)

１）マイボトル用フレーバーの利用促進にナッ
ジは効果的である。

２）行動変容を促すことができるのは、個人面、
経済面、環境面、地域社会（大学）面、日
本社会面の順番である

調査概要 (Survey Overview)

実証実験として
2024年11月下旬に、給水機5か所にナッジを活用した
5種類のポスターを掲示した。学内でフレバーを販売
した。また。A館1階の給水機に流量計を設置し、水
の利用量を計測した。

量的調査の実施
神戸女子大学の2～4年生を対象に
94名に実施した。アンケート質問
項目として、ポスターに対する関
心や購買意欲など

調査結果(Results)

１）給水機における水の使用量

２）ポスター

10月1日 12月5日

4,606L 17,272L

total Ave Mid SD

個人面 334 3.55 4 1.52 １

経済面 318 3.38 4 1.47 ２

環境面 300 3.19 3 1.43 ３

地域社会面 272 2.89 3 1.42 ５

日本社会面 276 2.94 3 1.42 ４

考察とまとめ (Discussions)
ナッジの効果: 今回のポスターは、マイボトル用フレーバーの
利用促進に効果的で明示的とは言えない。

デザインの重要性: 購買意欲は、ポスターのデザイン＞値段＞
メッセージであった。

仮説の検証: 仮説２は、おおむね一致していた.

効果検証の難しさ: ナッジの効果は、対象者や検証時期など状
況や環境の変化によって大きく変わるため、明確な検証は難し
い。

多くの学生の環境配慮行動を促すことがこれからの環境につな
がるため、ナッジを活用した環境問題改善に期待できる。

今回の研究で使用した
ポスター
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